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• show spanning-tree bpdu（43ページ）
• spanning-tree loopback-guard（44ページ）
• spanning-tree vlan forward-time（45ページ）
• spanning-tree vlan hello-time（46ページ）
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spanning-tree
スパニングツリー機能を有効にするには、spanning-treeグローバルコンフィギュレーション
モードコマンドを使用します。スパニングツリー機能を無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

構文

spanning-tree

no spanning-tree

デフォルト設定

スパニングツリーが有効になっています。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

例

次の例では、スパニングツリー機能を有効にしています。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree
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spanning-tree mode
どのスパニングツリープロトコル（STP）プロトコルを実行するかを選択するには、
spanning-tree modeグローバルコンフィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォ
ルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree mode {stp| rstp | mst | pvst | rapid-pvst}

no spanning-tree mode

パラメータ

• stp：STPが有効であることを指定します。

• rstp：Rapid STPが有効であることを指定します。

• mst：複数の STPを有効にすることを指定します。

• pvst：PVST+が有効であることを指定します。

• rapid-pvst：Rapid PVST+が有効であることを指定します。

デフォルト設定

デフォルトは RSTPです。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

RSTPモードでは、デバイスはネイバーデバイスが STPを使用する場合はポートで STPを使用
するように指定します。

MSTPモードでは、デバイスはネイバーデバイスが RSTPを使用している場合は RSTPを使用
し、ネイバーデバイスが STPを使用している場合は STPを使用します。

PVSTモードまたは Rapid PVSTモードが有効な場合、スイッチは最大 126の VLANをサポー
トできます。

Rapid PVSTモードでは、ネイバーデバイスが PVSTを使用する場合、デバイスはポート上の
VLANに PVSTを使用します。

例

次の例では、MSTPを有効にしています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mode mst
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spanning-tree forward-time
スパニングツリーブリッジ転送時間（ポートがフォワーディングステートになる前にリスニ

ングステートおよびラーニングステートのままである時間）を設定するには、spanning-tree
forward-timeグローバルコンフィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree forward-time seconds

no spanning-tree forward-time

パラメータ

• seconds：スパニングツリーの転送時間を秒単位で指定します。(範囲：4～ 30)

デフォルト設定

15秒

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

転送時間を設定するときは、次の関係を維持する必要があります。

2*(Forward-Time - 1) >= Max-Age

例

次の例では、スパニングツリーブリッジ転送時間を 25秒に設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree forward-time 25
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spanning-tree hello-time
どのくらいの頻度でデバイスが他のデバイスに Helloメッセージをブロードキャストするかを
設定するには、spanning-tree hello-timeグローバルコンフィギュレーションモードコマンド
を使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree hello-time seconds

no spanning-tree hello-time

パラメータ

• seconds：スパニングツリーの helloタイムを秒単位で指定します。（範囲：1～ 10）

デフォルト設定

2秒

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

helloタイムを設定するときは、次の関係を維持する必要があります。

• Max-Age >= 2*(Hello-Time + 1)

例

次の例では、スパニングツリーブリッジ helloタイムを 5秒に設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree hello-time 5
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spanning-tree max-age
STP最大有効期間を設定するには、spanning-tree max-ageグローバルコンフィギュレーション
モードコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

構文

spanning-tree max-age seconds

no spanning-tree max-age

パラメータ

• seconds：スパニングツリーブリッジ最大有効期間を秒単位で指定します。(範囲：6～40)

デフォルト設定

デフォルトの最大経過時間は 20秒です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

最大有効期間を設定するときは、次の関係を維持する必要があります。

• 2*(Forward-Time - 1) >= Max-Age

• Max-Age >= 2*(Hello-Time + 1)

例

次の例では、スパニングツリーブリッジ最大有効期間を 10秒に設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree max-age 10
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spanning-tree priority
デバイスのSTP優先順位を設定するには、spanning-tree priorityグローバルコンフィギュレー
ションモードコマンドを使用します。この優先順位は、どのブリッジをルートブリッジとし

て選択するかを決定するために使用されます。デフォルトのデバイススパニングツリー優先

順位に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree priority priority

no spanning-tree priority

パラメータ

• priority：ブリッジ優先順位を指定します。(範囲：0～ 61440)

デフォルト設定

デフォルトの優先順位は 32768です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

プライオリティ値は 4096の倍数にする必要があります。

プライオリティが最も低いスイッチが、スパニングツリーのルートです。複数のスイッチが最

低優先順位になっている場合は、MACアドレスの最も小さいスイッチがルートとして選択さ
れます。

例

次の例では、スパニングツリー優先順位を 12288に設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree priority 12288
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spanning-tree disable
特定のポートでスパニングツリーを無効にするには、spanning-tree disableインターフェイス
（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

ポートでスパニングツリーを有効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree disable

no spanning-tree disable

デフォルト設定

スパニングツリーは、すべてのポートで有効になっています。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

例

次に、gi1/0/5でスパニングツリーを無効にする例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/5
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree disable
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spanning-tree cost
ポートのスパニングツリーパスコストを設定するには、spanning-tree costインターフェイス
（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree cost cost

no spanning-tree cost

パラメータ

• cost：ポートパスコストを指定します。(範囲：1～ 200000000)

デフォルト設定

デフォルトのパスコストは、次のように、ポート速度とパスコスト方式（長いか短いか）に

よって決まります。

shortLongインターフェイス

ポートチャネルイン

ターフェイス速度に基

づくデフォルトコスト

の半分

ポートチャネルイン

ターフェイス速度に基

づくデフォルトコスト

の半分

Port-channel

22000TenGigabitイーサネット（10000
Mbps）

312,0005ギガビットイーサネット（5000
Mbps）

417,0002.5ギガビットイーサネット（2500
Mbps）

420,000Gigabit Ethernet (1000 Mbps)

19200,000ファストイーサネット（100 Mbps）

1002,000,000イーサネット（10 Mbps）

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード
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例

次に、gi1/0/15でのスパニングツリーコストを 35000に設定する例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/15
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree cost 35000
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spanning-tree port-priority
ポート優先順位を設定するには、spanning-tree port-priorityインターフェイス（イーサネッ
ト、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォルト設

定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree port-priority priority

no spanning-tree port-priority

パラメータ

• priority：ポートの優先順位を指定します。(範囲：0～ 240)

デフォルト設定

デフォルトのポートのプライオリティは 128です。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

プライオリティ値は 16の倍数にする必要があります。

例

次に、gi1/0/15でスパニング優先順位を 96に設定する例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/15
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree port-priority 96
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spanning-tree portfast
PortFastモードを有効にするには、spanning-tree portfastインターフェイス（イーサネット、
ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを使用します。PortFastモードを
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree portfast [auto]

no spanning-tree portfast

パラメータ

• auto：インターフェイスを PortFastモードにする前の遅延を指定します。

デフォルト設定

PortFastモードは autoに設定されます。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

PortFastモードでは、インターフェイスはリンクアップ時に標準の転送時間遅延を待機せずに
ただちに転送状態になります。

PortFastモードをただちに有効にするには、spanning-tree portfastコマンドを使用します。

PortFastモードを 3秒間遅らせるには、spanning-tree portfast autoを使用します。この間隔で
スパニングツリープロトコルメッセージを受信しない場合、インターフェイスはPortFastモー
ドになります。

例

次に、gi1/0/15で PortFastモードを有効にする例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/15
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree portfast
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spanning-tree link-type
ポートのデュプレックスモードによって決定されたデフォルトのリンクタイプ設定をオーバー

ライドし、RSTPをフォワーディングステートに遷移するには、spanning-tree link-typeイン
ターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを

使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree link-type {point-to-point | shared}

no spanning-tree spanning-tree link-type

パラメータ

• point-to-point：ポートのリンクタイプをポイントツーポイントにすることを指定します。

• shared：ポートのリンクタイプが共有であることを指定します。

デフォルト設定

デバイスは、デュプレックスモードからポートのリンクタイプを導き出します。つまり、全

二重ポートはポイントツーポイントリンク、半二重ポートは共有リンクであると見なされま

す。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

例

次に、gi1/0/15で共有スパニングツリーを有効にする例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/15
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree link-type shared
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spanning-tree pathcost method
デフォルトのパスコスト方式を設定するには、spanning-tree pathcost methodグローバルコン
フィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree pathcost method {long | short}

no spanning-tree pathcost method

パラメータ

• long：デフォルトのポートパスコストを 1～ 200,000,000の範囲内にすることを指定しま
す。

• short：デフォルトのポートパスコストの範囲を 1～ 65,535に指定します。

デフォルト設定

ロングパスコスト方式。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

このコマンドは、スイッチのすべてのスパニングツリーインスタンスに適用されます。

•ショート方式を選択すると、スイッチはデフォルトのコストを 100と計算します。

•ロング方式を選択すると、スイッチはデフォルトのコストを 20000と計算します。

例

次の例では、デフォルトのパスコスト方式をロングに設定しています。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree pathcost method long
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spanning-tree bpdu (Global)
スパニングツリーがグローバルに無効であるか、または単一のインターフェイスで無効である

場合にブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）処理を定義するには、spanning-treebpdu
グローバルコンフィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree bpdu {filtering | flooding}

no spanning-tree bpdu

パラメータ

• filtering：インターフェイスでスパニングツリーが無効になっているときに BPDUパケッ
トをフィルタ処理することを指定します。

• flooding：スパニングツリーが無効で、BPDU処理モードがフラッディングの場合、タグ
なしBPDUパケットをすべてのポートに無条件に（VLANルールの適用なし）フラッディ
ングすることを指定します。タグ付きの BPDUパケットはフィルタ処理されます。

デフォルト設定

デフォルト設定は floodingです。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

filteringモードおよび floodingモードが意味を持つのは、スパニングツリーがグローバルに無
効であるか、または単一のインターフェイスで無効である場合です。

例

次に、スパニングツリーがインターフェイスで無効になっている場合に、BPDUパケット処理
モードを floodingとして定義する例を示します。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree bpdu flooding
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spanning-tree bpdu (Interface)
スパニングツリーが単一のインターフェイスで無効になっている場合に BPDU処理を定義す
るには、spanning-tree bpduインターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィ
ギュレーションモードコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの

no形式を使用します。

構文

spanning-tree bpdu {filtering | flooding}

no spanning-tree bpdu

パラメータ

• filtering：インターフェイスでスパニングツリーが無効になっているときに BPDUパケッ
トをフィルタ処理することを指定します。

• flooding：スパニングツリーが無効で、BPDU処理モードがフラッディングの場合、タグ
なしBPDUパケットをポートに無条件に（VLANルールの適用なし）フラッディングする
ことを指定します。タグ付きの BPDUパケットはフィルタ処理されます。

デフォルト設定

spanning-tree bpdu (Global)（16ページ）コマンドによって、デフォルトの設定が決定されま
す。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

例

次に、スパニングツリーが gi1/0/3で無効になっている場合に BPDUパケットを floodingとし
て定義する例を示します。

switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/3
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree bpdu flooding

スパニングツリーコマンド

17

スパニングツリーコマンド

spanning-tree bpdu (Interface)



clear spanning-tree counters
すべてのインターフェイスまたは指定したインターフェイスの STPカウンタをクリアするに
は、clear spanning-tree counters特権 EXECモードコマンドを使用します。

構文

clear spanning-tree counters [interface interface-id]

パラメータ

• interface-id：（任意）インターフェイス IDを指定します。インターフェイス IDには、
イーサネットポートまたはポートチャネルのいずれかのタイプを指定できます。

デフォルト設定

すべてのインターフェイス。

コマンドモード

特権 EXECモード

使用上のガイドライン

clear spanning-tree countersコマンドは、スイッチ全体または指定したインターフェイスから
送受信された STP BPDUカウンタをクリアします。

例

次に、すべてのインターフェイスの STPカウンタをクリアする例を示します。

switchxxxxxx# clear spanning-tree counters
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clear spanning-tree detected-protocols
すべてのスパニングツリーインターフェイスまたは指定されたインターフェイスで、STP移
行プロセスを再開する（ネイバースイッチと強制的に再ネゴシエーションさせる）には、clear
spanning-tree detected-protocols特権 EXECモードコマンドを使用します。

構文

clear spanning-tree detected-protocols [interface interface-id]

パラメータ

• interface-id：インターフェイス IDを指定します。インターフェイス IDには、イーサネッ
トポートまたはポートチャネルのいずれかのタイプを指定できます。

デフォルト設定

すべてのインターフェイス。

コマンドモード

特権 EXECモード

使用上のガイドライン

この機能は、RSTP、MSTP、または Rapid PVSTモードで動作している場合にのみ使用できま
す。

例

これは、すべてのインターフェイスで STP移行プロセスを再開しています。
switchxxxxxx# clear spanning-tree detected-protocols
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spanning-tree mst priority
指定したスパニングツリーインスタンスのデバイス優先順位を設定するには、spanning-tree
mst priorityグローバルコンフィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォルト設
定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree mst instance-id priority priority

no spanning-tree mst instance-id priority

パラメータ

• instance-id：スパニングツリーインスタンス IDを指定します。（範囲：1〜 7）

• priority：指定したスパニングツリーインスタンスのデバイス優先順位を指定します。こ
の設定によって、スイッチがルートスイッチとして選択される可能性が決まります。小さ

い値を設定すると、スイッチがルートスイッチとして選択される可能性が高まります。

(範囲：0～ 61440)

デフォルト設定

デフォルトのプライオリティは 32768です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

プライオリティ値は 4096の倍数にする必要があります。

プライオリティが最も低いスイッチが、スパニングツリーのルートです。

例

次の例では、インスタンス 1のスパニングツリー優先順位を 4096に設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst 1 priority 4096
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spanning-tree mst max-hops
BDPUが破棄されてポート情報がエージアウトされるまでのMSTリージョン内のホップ数を
設定するには、spanning-tree mst max-hopsグローバルコンフィギュレーションモードコマン
ドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree mst max-hops hop-count

no spanning-tree mst max-hops

パラメータ

• hop-count：BDPUを破棄するまてのMSTリージョン内のホップ数を指定します。(範囲：
1～ 40)

デフォルト設定

デフォルトのホップ数は 20です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

例

次の例では、パケットがMSTリージョン内を移動するホップの最大数を 10に設定していま
す。それを超えると、パケットは破棄されます。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst max-hops 10
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spanning-tree mst port-priority
ポートの優先順位を設定するには、spanning-tree mst port-priorityインターフェイス（イーサ
ネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを使用します。デフォル

ト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree mst instance-id port-priority priority

no spanning-tree mst instance-id port-priority

パラメータ

• instance-id：スパニングツリーインスタンスの IDを指定します。（範囲：1〜 7）

• priority：ポートの優先順位を指定します。（範囲：0～ -240で、16の倍数）

デフォルト設定

デフォルトのポートのプライオリティは 128です。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

プライオリティ値は 16の倍数にする必要があります。

例

次に、gi1/0/1のポート優先順位を 144に設定する例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/1
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree mst 1 port-priority 144
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spanning-tree mst cost
MSTを計算するためのパスコストを設定するには、spanning-tree mst costインターフェイス
（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

ループが発生した場合、スパニングツリーはフォワーディングステートにするインターフェ

イスを選択する際にパスコストを考慮します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの

no形式を使用します。

構文

spanning-tree mst instance-id cost cost

no spanning-tree mst instance-id cost

パラメータ

• instance-id：スパニングツリーインスタンス IDを指定します。（範囲：1〜 7）

• cost：ポートパスコストを指定します。(範囲：1～ 200000000)

デフォルト設定

デフォルトのパスコストは、次のように、ポート速度およびパスコスト方式（ロングまたは

ショート）によって決まります。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

例

次に、ポート gi1/0/9～ 4のMSTPインスタンス 1パスコストを設定する例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/9
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree mst 1 cost 4
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spanning-tree mst configuration
MSTモードにしてMSTリージョンを設定できるようにするには、spanning-treemstconfiguration
グローバルコンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

構文

spanning-tree mst configuration

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

2台以上のスイッチが同一MSTリージョン内に存在する場合、同じ VLANマッピング、同じ
コンフィギュレーションリビジョン番号、および同じ名前が含まれている必要があります。

例

次の例では、MSTリージョンを設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst configuration
switchxxxxxx(config-mst)# instance 1 vlan 10-20
switchxxxxxx(config-mst)# name region1
switchxxxxxx(config-mst)# revision 1
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instance (MST)
MSTインスタンスに VLANをマップするには、instance MSTコンフィギュレーションモード
コマンドを使用します。デフォルトマッピングに戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

構文

instance instance-id vlan vlan-range

no instance instance-id vlan vlan-range

パラメータ

• instance-id：MSTインスタンス（範囲：1～ 7）

• vlan-range：指定した VLAN範囲が既存の範囲に追加されます。範囲を指定するには、ハ
イフンを使用します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：1～4094）

デフォルト設定

すべての VLANは、Common and Internal Spanning Tree（CIST）インスタンス（インスタンス
0）にマップされます。

コマンドモード

MSTコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

明示的にMSTインスタンスにマッピングされていないすべてのVLANは、Commonand Internal
SpanningTree（CIST）インスタンス（インスタンス 0）にマッピングされ、CISTから解除でき
ません。

2台以上のデバイスが同一MSTリージョン内に存在する場合、同じ VLANマッピング、同じ
コンフィギュレーションリビジョン番号、および同じ名前が設定されている必要があります。

例

次の例では、VLAN 10～ 20をMSTインスタンス 1にマップしています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst configuration
switchxxxxxx(config-mst)# instance 1 vlan 10-20
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name (MST)
MSTリージョン名を定義するには、name MSTコンフィギュレーションモードコマンドを使
用します。デフォルトの設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

name string

no name

パラメータ

• string：MSTリージョン名を指定します。（長さ：1～ 32文字）

デフォルト設定

デフォルト名はブリッジのMACアドレスです。

コマンドモード

MSTコンフィギュレーションモード

例

次に、リージョン名を Region1として定義する例を示します。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst configuration
switchxxxxxx(config-mst)# name region1
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revision (MST)
MSTコンフィギュレーションリビジョン番号を定義するには、revisionMSTコンフィギュレー
ションモードコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

構文

revision value

no revision

パラメータ

• value：MSTコンフィギュレーションリビジョン番号を指定します。（範囲：0～65535）

デフォルト設定

デフォルトのコンフィギュレーションリビジョン番号は 0です。

コマンドモード

MSTコンフィギュレーションモード

例

次の例では、コンフィギュレーションリビジョンを 1に設定しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst configuration
switchxxxxxx(config-mst) # revision 1
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show (MST)
現在または保留中のMSTリージョンコンフィギュレーションを表示するには、show MSTコ
ンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

構文

show {current | pending}

パラメータ

• current：現在のMSTリージョンコンフィギュレーションを表示します。

• pending：保留中のMSTリージョンコンフィギュレーションを表示します。

コマンドモード

MSTコンフィギュレーションモード

例

次に、保留中のMSTリージョンコンフィギュレーションを表示する例を示します。
switchxxxxxx(config-mst)# show pending
Gathering information ..........
Current MST configuration
Name: Region1
Revision: 1
Digest: 0xB41829F9030A054FB74EF7A8587FF58D
Instance VLANs Mapped State
-------- ------------------------ -----
0 1-4094 Disabled
switchxxxxxx(config-mst)#
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exit (MST)
MSTリージョンコンフィギュレーションモードを終了し、すべての設定変更を適用するに
は、exit MSTコンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

構文

exit

コマンドモード

MSTコンフィギュレーションモード

例

次の例では、MSTコンフィギュレーションモードを終了し、変更を保存しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst configuration
switchxxxxxx(config-mst)# exit
switchxxxxxx(config)#
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abort (MST)
設定変更を適用しないでMSTコンフィギュレーションモードを終了するには、abort MSTコ
ンフィギュレーションモードコマンドを使用します。

構文

abort

コマンドモード

MSTコンフィギュレーションモード

例

次の例では、変更を保存しないでMSTコンフィギュレーションモードを終了しています。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree mst configuration
switchxxxxxx(config-mst)# abort
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show spanning-tree
スパニングツリー設定を表示するには、show spanning-tree特権 EXECモードコマンドを使用
します。

構文

show spanning-tree [interface-id] [{instance instance-id} | {vlan vlan-id}]

show spanning-tree [detail] [active | blockedports] [{instance instance-id} | {vlan vlan-id}]

show spanning-tree inconsistentports

show spanning-tree mst-configuration

show spanning-tree mst-configuration digest

パラメータ

• interface-id（任意）インターフェイス IDを指定します。インターフェイス IDには、イー
サネットポートまたはポートチャネルのいずれかのタイプを指定できます。

• detail：詳細情報を表示します。

• active：アクティブなポートのみを表示します。アクティブポートは、STPが有効で、動
作ステータスが upのポートです。デバイスモードが PVST+またはRapid PVST+の場合、
ポートも表示された VLANのメンバーである必要があります。

• blockedports：ブロックされたポートのみを表示します。

• instance-id：MSTインスタンス（範囲：1～ 7）。パラメータは、モードMSTPが有効な
場合にのみ定義できます。

• vlan vlan-id：VLAN IDを指定します。（範囲：1～ 4094）パラメータは、モード PVSTま
たは RPVSTが有効な場合にのみ定義できます。

• inconsistentports：STPの状態が整合しないポートを表示します。コマンドは、PVST+モー
ドまたは Rapid PVSTモードの場合にのみ適用されます。

• mst-configuration：MST設定の情報を表示します。

• mst-configuration digest：MST設定のダイジェスト情報を表示します。

デフォルト設定

インターフェイスを指定しない場合、デフォルトはすべてのインターフェイスです。

コマンドモード

特権 EXECモード
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使用上のガイドライン

このコマンドは、MSTが有効の場合にのみ機能します。

例

次の例では、さまざまな設定のスパニングツリー情報を表示します。

• STPモードまたは RSTPモードのデバイスの表示例：

switchxxxxxx# show spanning-tree
Spanning tree enabled mode RSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled

32768
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Cost
Port

Root ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

36864
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
P2p (RSTP)
Shared (STP)
-
Shared (STP)
-

PortFast
-------

No
No
-
No
-

Role
----
Root
Desg
-
Altn
-

Sts
---
FRW
FRW
-
BLK
DIS

Cost
-----
20000
20000
20000
20000
20000

Prio. No
------
128.1
128.2
128.3
128.4
128.5

State
------
Enabled
Enabled
Disabled
Enabled
Enabled

Name
------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4
gi1/0/5

switchxxxxxx# show spanning-tree
Spanning tree disabled (BPDU filtering) mode RSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
Interfaces

Type
----------
P2p (RSTP)
Shared (STP)
-
Shared (STP)
-

PortFast
---------
No
No
-
No
-

Role
----
Desg
Desg
-
Desg
-

Sts
---
FRW
FRW
-
FRW
DIS

Cost
-----
20000
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.3
128.4
128.5

State
--------
Enabled
Enabled
Disabled
Enabled
Enabled

Name
--------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4
gi1/0/5

switchxxxxxx# show spanning-tree
Spanning tree disabled (BPDU filtering) mode RSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
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Forward Delay N/AMax Age N/AN/A
N/A
N/A
N/A
N/A

Priority
Address
Path Cost
Root Port
Hello Time

Root ID

36864
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Forward Delay 15 sec
Max Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
-
-
-
-
-

PortFast
---------
-
-
-
-
-

Role
----
-
-
-
-
-

Sts
---
-
-
-
-
-

Cost
-----
20000
20000
20000
20000
20000

Prio.Nb
-------
128.1
128.2
128.3
128.4
128.5

State
--------
Enabled
Enabled
Disabled
Enabled
Enabled

Name
---------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4
gi1/0/5

switchxxxxxx# show spanning-tree active
Spanning tree enabled mode RSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled

32768
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

Root ID

Forward Delay 15 sec
Max Age 20 sec

Hello Time 2 sec

36864
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
P2P (RSTP)
Shared (STP)
Shared (STP)

PortFast
---------
No
No
No

Role
----
Root
Desg
Altn

Sts
---
FRW
FRW
BLK

Cost
-----
20000
20000
20000

Prio.Nbr
------
128.1
128.2
128.4

State
--------
Enabled
Enabled
Enabled

Name
---------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/4

switchxxxxxx# show spanning-tree blockedports
Spanning tree enabled mode RSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
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32768
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

Root ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

36864PriorityBridge ID

00:02:4b:29:7a:00Address

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
Shared (STP)

PortFast
--------
No

Role
----
Altn

Sts
---
BLK

Cost
-----
19

Prio.Nbr
------
128.4

State
-------
Enabled

Name
---------
gi1/0/4

switchxxxxxx# show spanning-tree detail
Spanning tree enabled mode RSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled

32768
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

Root ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

36864
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Number of topology changes 2 last change occurred 2d18h ago

hold 1, topology change 35, notification 2
hello 2, max age 20, forward delay 15

Times:

Role: Root
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:01:42:97:e0:00
Designated path cost: 0
BPDU guard: Disabled

Port 1 (gi1/0/1) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.1
Type: P2p (configured: auto) RSTP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.25
Guard root: Disabled

Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 120638
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Role: Designated
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000
BPDU guard: Disabled

Port 2 (gi1/0/2) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.2
Type: Shared (configured: auto) STP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.2
Guard root: Disabled

Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638

Role: N/A
Port cost: 20000
Port Fast: N/A (configured:no)
Address: N/A
Designated path cost: N/A
BPDU guard: Disabled

Port 3 (gi1/0/3) disabled
State: N/A
Port id: 128.3
Type: N/A (configured: auto)
Designated bridge Priority: N/A
Designated port id: N/A
Guard root: Disabled

Number of transitions to forwarding state: N/A
BPDU: sent N/A, received N/A

Role: Alternate
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:30:94:41:62:c8
Designated path cost: 20000
BPDU guard: Disabled

Port 4 (gi1/0/4) enabled
State: Blocking
Port id: 128.4
Type: Shared (configured:auto) STP
Designated bridge Priority: 28672
Designated port id:
128.25
Guard root: Disabled

Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 120638

Role: N/A
Port cost: 20000
Port Fast: N/A (configured:no)
Address: N/A
Designated path cost: N/A
BPDU guard: Disabled

Port 5 (gi1/0/5) enabled
State: Disabled
Port id: 128.5
Type: N/A (configured: auto)
Designated bridge Priority: N/A
Designated port id: N/A
Guard root: Disabled

Number of transitions to forwarding state: N/A
BPDU: sent N/A, received N/A
switchxxxxxx# show spanning-tree ethernet gi1/0/1

Role: Root
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:01:42:97:e0:00
Designated path cost: 0
BPDU guard: Disabled

Port 1 (gi1/0/1) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.1
Type: P2p (configured: auto) RSTP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.25
Guard root: Disabled

Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 120638

• PVSTモードまたは Rapid PVSTモードのデバイスの表示例：

switchxxxxxx# show spanning-tree
Spanning tree enabled mode Rapid-PVST
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
VLAN 1
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4096
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

Root ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

36864
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
P2P (RPVST)
P2P (RVPST)
-
-
P2P (RPVST)
Shared(PVST)

PortFast
--------No
No
No
No
No
Yes

Role
----
Root
Bkup
-
Dsbl
Altn
Desg

Sts
---
Frw
DSCR
-
Dsbl
DSCR
Frw

Cost
-----
20000
20000
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.3
128.4
128.5
128.6

State
--------
Enabled
Enabled
Disabled
Enabled
Enabled
Enabled

Name
--------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4
gi1/0/5
gi1/0/6

* Port Type or PVID Inconsistency
VLAN 20

4096
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Root ID

This switch is the root

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
-
-
P2P (RPVST)
Shared(PVST)

PortFast
--------No
No
No
No
no
Yes

Role
----
Desg
Desg
Dsbl
Dsbl
Dsbl
Desg

Sts
---
FRW
Dscr*
Dsbl
Dsbl
Dsbl
Frw

Cost
-----
20000
20000
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.3
128.4
128.5
128.6

State
--------
Enabled
Enabled
Disabled
Enabled
Enabled
Enabled

Name
--------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4
gi1/0/5
gi1/0/6

* Port Type or PVID Inconsistency
switchxxxxxx# show spanning-tree active
Spanning tree enabled mode Rapid-PVST
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
VLAN 1

4096
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

Root ID
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Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

36864
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
Shared(PVST)

PortFast
--------No
No
No
Yes

Role
----
Root
Bkup
Altn
Desg

Sts
---
Frw
DSCR
DSCR
Frw

Cost
-----
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.5
128.6

State
--------
Enabled
Enabled
Enabled
Enabled

Name
--------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/5
gi1/0/6

* Port Type or PVID Inconsistency
VLAN 20

4096
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Root ID

This switch is the root

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces

Type
----------
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
Shared(PVST)

PortFast
--------No
No
Yes

Role
----
Desg
Desg
Desg

Sts
---
FRW
Dscr*
Frw

Cost
-----
20000
20000
20000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.6

State
--------
Enabled
Enabled
Enabled

Name
--------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/6

* Port Type or PVID Inconsistency
switchxxxxxx# show spanning-tree VLAN 20
Spanning tree enabled mode PVST
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
VLAN 20

4096
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Root ID

This switch is the root

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Interfaces
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Type
----------
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
-
-
P2P (RPVST)
Shared(PVST)

PortFast
--------No
No
No
No
no
Yes

Role
----
Desg
Desg
Dsbl
Dsbl
Dsbl
Desg

Sts
---
FRW
Dscr*
Dsbl
Dsbl
Dsbl
Frw

Cost
-----
20000
20000
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.3
128.4
128.5
128.6

State
--------
Enabled
Enabled
Disabled
Enabled
Enabled
Enabled

Name
--------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4
gi1/0/5
gi1/0/6

* Port Type or PVID Inconsistency
switchxxxxxx# show spanning-tree gi1/0/2

Type
----------
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
P2p (RPVST)
Shared(PVST)

PortFast
--------No
No
No
Yes

Role
----
Root
Desg
Altr
Desg

Sts
---
FRW
Dscr*
Dscr
Frw

Cost
-----
2000
2000
2000
2000

Prio.Nbr
---------
128.1
128.2
128.3
128.6

State
--------
Enabled
Enabled
Enabled
Enabled

VLAN
--------
1
2
3
6

* Port Type or PVID Inconsistency
switchxxxxxx# show spanning-tree gi1/0/2 vlan 3

Role: Alternate
Port cost: 2000
Port Fast: No (configured:Auto)
Address: 00:01:42:97:e0:00
Designated path cost: 0
BPDU guard: Disabled

(gi1/0/2) enabled
State: Discarding
Port id: 128.3
Type: P2p (configured: auto) RPVST
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.22
Guard root: Disabled

switchxxxxxx# show spanning-tree inconsistentports

inconsistency
-------------

interface
---------

name
----

Port Type Inconsistencygi1/0/2VLAN 10

PVID Inconsistencygi1/0/7VLAN 10

PVID Inconsistencygi1/0/7VLAN 20

Port Type Inconsistencygi1/0/8VLAN 20

Number of inconsistent ports (segments) in the system : 4

• MSTPモードのデバイスの表示例：

switchxxxxxx# show spanning-tree mst-configuration
Name: Region1
Revision: 1
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State
---------
Enabled
Enabled

Vlans mapped
------------
1-9, 21-4094
10-20

Instance
--------
1
2

switchxxxxxx# show spanning-tree mst-configuration digest
Name: Region1
Revision: 1
Format selector: 0
Digest: 0xB41829F9030A054FB74EF7A8587FF58D
Number of instances configured: 3
switchxxxxxx# show spanning-tree
Spanning tree enabled mode MSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
###### MST 0 Vlans Mapped: 1-9

32768
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

CST Root ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

32768
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

IST Master ID

This switch is the IST master.

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Max hops 20

Interfaces

Type
-------------
P2p Bound
(RSTP)
Shared Bound
(STP)
P2p
P2p

PortFast
--------
No
No
No
No

Role
----
Root
Desg
Desg
Desg

Sts
---
FRW
FRW
FRW
FRW

Cost
-----
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
--------
128.1
128.2
128.3
128.4

State
-------
Enabled
Enabled
Enabled
Enabled

Name
----
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4

###### MST 1 Vlans Mapped: 10-20

24576
00:02:4b:29:89:76
20000
gi1/0/4
19

Priority
Address
Path Cost
Root Port
Rem hops

Root ID

32768
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID
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Interfaces

Type
-------------
P2p Bound
(RSTP)
Shared Bound
(STP)
P2p
P2p

PortFast
--------
No
No
No
No

Role
----
Boun
Boun
Altn
Root

Sts
---
FRW
FRW
BLK
FRW

Cost
-----
20000
20000
20000
20000

Prio.Nbr
--------
128.1
128.2
128.3
128.4

State
-------
Enabled
Enabled
Enabled
Enabled

Name
----
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
gi1/0/4

switchxxxxxx# show spanning-tree detail
Spanning tree enabled mode MSTP
Default port cost method: long
Loopback guard: Disabled
###### MST 0 Vlans Mapped: 1-9

32768
00:01:42:97:e0:00
20000
gi1/0/1

Priority
Address
Path Cost
Root Port

CST Root ID

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

32768
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

IST Master ID

This switch is the IST master.

Forward Delay 15 secMax Age 20 secHello Time 2 sec

Max hops 20
Number of topology changes 2 last change occurred 2d18h
ago
Times: hold 1, topology change 35, notification 2
hello 2, max age 20, forward delay 15

Role: Root
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:01:42:97:e0:00
Designated path cost: 0

Port 1 (gi1/0/1) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.1
Type: P2p (configured: auto) Boundary RSTP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.25
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 120638

Role: Designated
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000

Port 2 (gi1/0/2) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.2
Type: Shared (configured: auto) Boundary STP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.2
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638
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Role: Designated
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000

Port 3 (gi1/0/3) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.3
Type: Shared (configured: auto) Internal
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.3
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638

Role: Designated
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000

Port 4 (gi1/0/4) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.4
Type: Shared (configured: auto) Internal
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.2
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638

###### MST 1 Vlans Mapped: 10-20

24576
00:02:4b:29:89:76
20000
gi1/0/4

Priority
Address
Path Cost
Root Port

Root ID

Rem hops 19

32768
00:02:4b:29:7a:00

Priority
Address

Bridge ID

Number of topology changes 2 last change occurred 1d9h
ago

Times: hold 1, topology change 2, notification 2
hello 2, max age 20, forward delay 15

Role: Boundary
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000

Port 1 (gi1/0/1) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.1
Type: P2p (configured: auto) Boundary RSTP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.1
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 120638

Role: Designated
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000

Port 2 (gi1/0/2) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.2
Type: Shared (configured: auto) Boundary STP
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.2
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638

スパニングツリーコマンド

41

スパニングツリーコマンド

show spanning-tree



Role: Alternate
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:1a:19
Designated path cost: 20000

Port 3 (gi1/0/3) disabled
State: Blocking
Port id: 128.3
Type: Shared (configured: auto) Internal
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.78
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638

Role: Designated
Port cost: 20000
Port Fast: No (configured:no)
Address: 00:02:4b:29:7a:00
Designated path cost: 20000

Port 4 (gi1/0/4) enabled
State: Forwarding
Port id: 128.4
Type: Shared (configured: auto) Internal
Designated bridge Priority: 32768
Designated port id: 128.2
Number of transitions to forwarding state: 1
BPDU: sent 2, received 170638
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show spanning-tree bpdu
スパニングツリーが無効の場合に BPDU処理を表示するには、show spanning-tree bpduユー
ザ EXECモードコマンドを使用します。

構文

show spanning-tree bpdu [interface-id | detailed]

パラメータ

• interface-id：インターフェイス IDを指定します。インターフェイス IDは次のタイプのい
ずれかです。イーサネットポートまたはポートチャネル。

• detailed：現在のポートに加えて、現在のポート以外のポートの情報を表示します。

デフォルト設定

すべてのインターフェイスの情報を表示します。detailedを使用しないと、提供ポートについ
てのみ表示されます。

コマンドモード

ユーザ EXECモード

例

次に、スパニングツリー BPDU情報を表示する例を示します。

switchxxxxxx# show spanning-tree bpdu

The following is the output if the global BPDU handling command is
not supported.

Oper Mode
---------
Filtering
Filtering
Guard

Admin Mode
----------
Filtering
Filtering
Filtering

Interface
---------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3

The following is the output if both the global BPDU handling command
and the per-interface BPDU handling command are supported.

Global: Flooding

Oper Mode
---------
Flooding
STP
STP

Admin Mode
----------
Global
Global
Flooding

Interface
---------
gi1/0/1
gi1/0/2
gi1/0/3
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spanning-tree loopback-guard
ループバック BPDUを受信した場合にインターフェイスをシャットダウンするには、
spanning-tree loopback-guard global configurationコマンドを使用します。デフォルト設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree loopback-guard

no spanning-tree loopback-guard

コマンドモード

グローバル

使用上のガイドライン

これにより、インターフェイスでループバック BPDUを受信した場合に、すべてのインター
フェイスをシャットダウンできます。

例

switchxxxxxx(config)# spanning-tree loopback-guard
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spanning-tree vlan forward-time
VLANのスパニングツリーのブリッジ転送時間を設定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで spanning-tree vlan forward-timeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree vlan vlan-range forward-time seconds

no spanning-tree vlan vlan-range forward-time

パラメータ

• vlan-range：設定する VLANの範囲を指定します。範囲を指定するには、ハイフンを使用
します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：2～ 4094）

• seconds：スパニングツリーの転送時間を秒単位で指定します。(範囲：4～ 30)

デフォルト設定

デフォルトの転送時間は 15秒です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

スパニングツリーのブリッジ転送時間は、ポートが転送状態に入るまでのリスニング状態と

ラーニング状態に留まっている時間です。

転送時間を設定するときは、次の関係を維持する必要があります。

• 2*(Forward-Time - 1) >= Max-Age

指定した VLANインスタンスの転送時間を設定するには、このコマンドを使用します。設定
は、スパニングツリーモードが PVSTまたは Rapid PVSTに設定されている場合に有効になり
ます。

例

次に、VLAN 100のスパニングツリーのブリッジ転送時間を 25秒に設定する例を示します。
switchxxxxxx(config)# spanning-tree vlan 100 forward-time 25
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spanning-tree vlan hello-time
VLANのスパニングツリーのブリッジ helloタイムを設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで spanning-tree vlan hello-timeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree vlan vlan-range hello-time seconds

no spanning-tree vlan vlan-range hello-time

パラメータ

• vlan-range：設定する VLANの範囲を指定します。範囲を指定するには、ハイフンを使用
します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：2～ 4094）

• seconds：スパニングツリーの helloタイムを秒単位で指定します。（範囲：1～ 10）

デフォルト設定

デフォルトの helloタイムは 2秒です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

スパニングツリーのブリッジ helloタイムは、連続して送信される 2つの helloメッセージ間の
時間です。

helloタイムを設定するときは、次の関係を維持する必要があります。

Max-Age >= 2*(Hello-Time + 1)

指定した VLANインスタンスの helloタイムを設定するには、このコマンドを使用します。設
定は、スパニングツリーモードが PVSTまたは Rapid PVSTに設定されている場合に有効にな
ります。

例

次に、VLAN 100～ 101に対してスパニングツリーのブリッジ helloタイムを 5秒に設定する
例を示します。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree vlan 100-101 hello-time 5
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spanning-tree vlan max-age
VLANのスパニングツリーブリッジの最大有効期間を設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで spanning-tree vlan max-ageコマンドを使用します。デフォルト設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree vlan vlan-range max-age seconds

no spanning-tree vlan vlan-range max-age

パラメータ

• vlan-range：設定する VLANの範囲を指定します。範囲を指定するには、ハイフンを使用
します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：2～ 4094）

• seconds：スパニングツリーブリッジ最大有効期間を秒単位で指定します。(範囲：6～40)

デフォルト設定

デフォルトの max-age値は 15秒です。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

最大有効期間を設定するときは、次の関係を維持する必要があります。

2*(Forward-Time - 1) >= Max-Age

Max-Age >= 2*(Hello-Time + 1)

指定した VLANインスタンスの最大有効期限を設定するには、このコマンドを使用します。
設定は、スパニングツリーモードが PVSTまたは Rapid PVSTに設定されている場合に有効に
なります。

例

次に、VLAN 100に対してスパニングツリーブリッジの最大有効期限を 10秒に設定する例を
示します。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree vlan 100 max-age 10
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spanning-tree vlan priority
VLANのスパニングツリーの優先順位を設定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで spanning-tree vlan priorityコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree vlan vlan-range priority priority

no spanning-tree vlan vlan-range priority

パラメータ

• vlan-range：設定する VLANの範囲を指定します。範囲を指定するには、ハイフンを使用
します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：2～ 4094）

• priority：ブリッジ優先順位を指定します。(範囲：0～ 61440)

デフォルト設定

デフォルトの優先順位は 32768に相当します。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

プライオリティ値は 4096の倍数にする必要があります。

プライオリティが最も低いスイッチが、スパニングツリーのルートです。複数のスイッチが最

低優先順位になっている場合は、MACアドレスの最も小さいスイッチがルートとして選択さ
れます。

指定した VLANインスタンスのブリッジ優先順位を設定するには、このコマンドを使用しま
す。設定は、スパニングツリーモードが PVSTまたは Rapid PVSTに設定されている場合に有
効になります。

例

次に、スパニングツリーの優先順位を VLAN 100-105に対して 12288に設定する例を示しま
す。

switchxxxxxx(config)# spanning-tree vlan 100-105 priority 12288
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spanning-tree vlan cost
ポートのスパニングツリーのブリッジパスコストを設定するには、インターフェイス（イーサ

ネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードで spanning-tree vlan costコマンド
を使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree vlan vlan-range cost cost

no spanning-tree vlan vlan-range cost

パラメータ

• vlan-range：設定する VLANの範囲を指定します。範囲を指定するには、ハイフンを使用
します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：2～ 4094）

• cost：ポートパスコストを指定します。(範囲：1～ 200000000)

デフォルト設定

デフォルトのパスコストは、ポート速度とパスコスト方式（長いか短いか）によって決まりま

す。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

指定した VLANインスタンスのポートコストを設定するには、このコマンドを使用します。
設定は、スパニングツリーモードが PVSTまたは Rapid PVSTに設定されている場合に有効に
なります。

指定できる VLANインスタンスは VLAN ID 2～ 4094です。

例

次に、スパニングツリーのコストをポート gi1/0/15と VLAN 100で 35000に設定する例を示し
ます。

switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/15
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree vlan 100 cost 35000
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spanning-tree vlan port-priority
VLANのスパニングツリーのポート優先順位を設定するには、インターフェイス（イーサネッ
ト、ポートチャネル）コンフィギュレーションモードで spanning-tree vlan port-priorityコマ
ンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

構文

spanning-tree vlan vlan-range port-priority priority

no spanning-tree vlan vlan-range port-priority

パラメータ

• vlan-range：設定する VLANの範囲を指定します。範囲を指定するには、ハイフンを使用
します。シリーズを指定するには、カンマを使用します。（範囲：2～ 4094）

• priority：ポートの優先順位を指定します。(範囲：0～ 240)

デフォルト設定

デフォルトのポートのプライオリティは 128です。

コマンドモード

インターフェイス（イーサネット、ポートチャネル）コンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン

プライオリティ値は 16の倍数にする必要があります。

指定したVLANインスタンスのポート優先順位を設定するには、このコマンドを使用します。
設定は、スパニングツリーモードが PVSTまたは Rapid PVSTに設定されている場合に有効に
なります。

例

次に、VLAN 100〜 102の gi1/0/15のスパニング優先順位を 16に設定する例を示します。
switchxxxxxx(config)# interface gi1/0/15-16
switchxxxxxx(config-if)# spanning-tree vlan 100-102 port-priority 96

スパニングツリーコマンド
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


